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欧
米
の
宣
教
師
や
教
会
に
よ
る
医
療
施
設
は
一
九
世
紀
中
頃
よ
り
中
国
全
土
に
広
が
り
、
二
○
世
紀
の
初
頭
に
は
設
備
の
整
っ
た
近
代
的

病
院
や
医
学
校
が
重
要
都
市
で
あ
い
つ
い
で
誕
生
し
て
い
た
。
す
で
に
本
稿
Ｉ
で
ふ
れ
た
が
、
同
仁
会
の
設
立
背
景
に
は
こ
れ
ら
欧
米
医
療

の
中
国
進
出
へ
の
対
抗
が
一
つ
に
あ
っ
た
。
当
時
の
医
界
新
聞
が
「
人
類
社
会
物
質
的
方
面
に
向
っ
て
最
も
直
接
密
着
の
関
係
を
有
す
る
医

（
１
）

術
の
性
質
は
自
ら
人
心
を
吸
引
す
る
の
力
大
」
と
考
え
る
よ
う
に
、
中
国
の
人
心
が
欧
米
医
療
に
吸
引
さ
れ
る
な
ら
、
当
然
そ
の
文
化
も
受

け
入
れ
や
す
く
な
り
、
政
治
的
・
経
済
的
な
利
便
を
欧
米
に
与
え
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
影
響
が
中
国
で
拡
大
す
る
な
ら
、
日
本
の
中
国
に

あ
る
。 一

、
一
九
世
紀
ま
で
の
欧
米
医
療
文
化
事
業
の
概
況

同
仁
会
が
日
本
政
府
の
中
国
侵
略
に
は
た
し
た
同
調
的
・
協
力
的
役
割
に
つ
い
て
は
既
述
し
た
。
そ
の
一
方
、
同
仁
会
は
中
国
で
の
活
動

で
、
一
つ
の
問
題
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す
で
に
中
国
で
の
活
動
を
定
着
さ
せ
て
い
た
、
欧
米
文
化
事
業
団
体
と
の
競
合
で

Ⅲ

近
代
日
本
の
対
中
医
療
・
文
化
活
動

ｌ
同
仁
会
研
究
（
三
）
Ｉ

中
国
に
お
け
る
欧
米
の
医
療
文
化
事
業
へ
の
対
抗
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（
３
）

『
中
国
近
現
代
科
学
技
術
史
』
に
よ
る
と
、
阿
片
戦
争
以
後
、
一
連
の
対
外
不
平
等
条
約
の
成
立
に
伴
い
、
わ
ず
か
数
年
間
に
五
つ
の
開
港

都
市
す
べ
て
に
教
会
病
院
が
建
設
さ
れ
た
。
第
二
次
阿
片
戦
争
後
は
中
国
で
病
院
を
開
く
欧
米
の
権
限
が
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
、
内
陸
各
省
に

も
教
会
病
院
が
建
設
さ
れ
た
。
教
会
病
院
は
初
め
徒
弟
方
式
で
中
国
人
助
手
を
訓
練
し
た
が
、
そ
れ
で
は
中
国
全
土
へ
拡
大
さ
せ
る
目
標
に

及
ば
ず
、
し
ば
ら
く
す
る
と
医
学
校
を
開
設
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
教
会
医
学
校
の
学
制
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
テ
キ
ス
ト
は
お
よ
そ
、
そ
の

（
リ
】
）

さ
て
中
国
へ
の
西
洋
医
学
の
伝
播
は
、
欧
米
宣
教
師
の
宣
教
活
動
に
併
行
し
て
い
る
。
『
中
外
医
学
文
化
交
流
史
」
に
よ
る
と
、
一
六
世
紀

以
降
か
ら
中
国
に
来
た
宣
教
師
に
は
、
診
療
所
を
開
設
し
た
り
、
情
・
康
煕
帝
の
病
気
を
治
し
て
褒
賞
さ
れ
た
者
も
あ
る
。
し
か
し
一
七
二

四
年
に
宣
教
禁
止
令
が
出
さ
れ
、
の
ち
百
年
近
く
は
宣
教
師
の
活
動
が
ほ
と
ん
ど
西
洋
科
学
の
教
授
に
限
ら
れ
た
。
一
八
世
紀
末
に
な
る
と
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
が
宣
教
師
を
中
国
に
派
遣
し
始
め
、
宣
教
活
動
を
行
な
い
な
が
ら
診
療
所
を
開
く
こ
と
が
再
び
行
わ
れ
た
。
有
名
な
の

は
イ
ギ
リ
ス
人
の
馬
礼
遜
（
罰
８
①
詳
言
閏
凰
の
○
国
）
、
ア
メ
リ
カ
人
の
伯
駕
弓
，
原
ユ
ハ
閏
）
な
ど
で
あ
る
。

一
八
二
七
年
に
は
外
科
助
医
師
の
郭
雷
枢
（
弓
言
目
⑫
国
の
訂
ａ
ｍ
ｏ
ご
○
畠
の
烏
①
）
が
東
イ
ン
ド
会
社
中
国
拠
点
の
マ
カ
オ
で
眼
科
医
院
を

開
き
、
貧
民
に
無
料
診
療
を
行
な
っ
て
大
い
に
感
謝
さ
れ
た
と
い
う
。
彼
は
一
八
三
六
年
に
《
《
普
隠
の
の
９
国
の
量
忌
詞
①
阻
昌
８
両
目
亘
○
旨
侭

冨
①
巳
８
一
軍
四
目
○
画
①
刷
四
の
冨
關
ざ
ご
閏
耐
ｍ
ｇ
ｏ
三
宮
画
ご
言
中
国
へ
の
宣
教
師
に
医
療
従
事
者
を
採
用
す
る
こ
と
に
関
す
る
示
唆
」
）
を
出
版
し
、

「
中
国
国
民
の
信
任
を
広
く
得
る
た
め
、
医
界
の
善
士
た
ち
は
中
国
に
来
て
善
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
に
よ
り
美
し
く
疵
の
な
い
キ
リ
ス

ト
教
を
徐
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
平
ら
な
道
が
敷
け
る
の
で
す
」
、
と
呼
び
か
け
た
。
本
書
の
影
響
で
た
く
さ
ん
の
医
学
宣
教
師
が
中
国

（
り
こ

に
押
し
寄
せ
て
き
た
と
い
う
。

お
け
る
安
全
や
権
益
が
そ
が
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
こ
の
論
理
に
よ
り
、
日
本
が
大
陸
拡
張
政
策
を
実
施
す
る
過
程
に
お
い
て
、
欧
米
の
医

療
事
業
は
軽
視
で
き
な
い
障
碍
と
な
っ
て
い
た
。
同
仁
会
に
も
「
医
学
医
術
を
以
て
彼
の
人
民
の
病
苦
を
救
済
し
、
以
て
彼
ら
を
懐
柔
」
す

る
こ
と
で
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
国
益
に
資
す
意
図
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
既
存
の
欧
米
医
療
文
化
事
業
へ
の
対
応
策
が
必
要
と
さ
れ

る
こ
と
で
、
一

た
の
で
あ
る
。
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教
会
が
所
属
す
る
国
の
方
式
を
踏
襲
し
て
い
る
。
ま
た
学
生
を
引
き
つ
け
る
た
め
、
教
会
本
国
で
も
学
生
登
録
し
た
例
は
多
い
。
そ
れ
ら
学

校
の
卒
業
生
は
教
会
医
学
校
と
教
会
本
国
か
ら
計
二
枚
の
卒
業
証
書
を
も
ら
え
、
し
か
も
登
録
し
た
国
の
大
学
に
無
試
験
で
直
接
進
学
す
る

こ
と
も
で
き
た
。
こ
う
し
た
一
連
の
措
置
で
学
生
の
誘
致
に
努
め
た
の
で
、
教
会
医
学
校
は
中
国
近
代
初
期
の
医
学
教
育
に
重
要
な
位
置
を

占
め
る
に
至
っ
た
。
と
同
時
に
、
近
代
医
学
教
育
理
論
・
立
法
・
制
度
も
中
国
に
伝
え
た
。

以
上
概
観
し
た
よ
う
に
、
一
九
世
紀
ま
で
の
欧
米
に
よ
る
医
療
活
動
は
宣
教
手
段
と
し
て
行
な
わ
れ
、
対
外
不
平
等
条
約
の
成
立
に
し
た

が
い
中
国
各
地
へ
進
出
す
る
と
と
も
に
、
近
代
医
学
の
伝
播
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

二
、
同
仁
会
病
院
の
建
設
と
欧
米
病
院
へ
の
対
抗

（
｜
）
同
仁
会
の
北
京
病
院
と
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
協
和
病
院

北
洋
軍
医
学
堂
の
創
設
（
一
九
○
二
年
）
に
際
し
て
総
教
習
（
教
務
長
）
に
招
か
れ
好
評
を
得
た
平
賀
精
次
郎
は
、
一
九
○
七
年
に
『
同
仁
』

（
１
）

誌
へ
「
北
清
の
医
事
」
と
い
う
一
文
を
寄
稿
し
、
「
清
国
に
向
か
っ
て
医
学
医
術
の
普
及
を
目
的
と
す
る
同
仁
会
の
如
き
何
事
を
棄
置
き
て
も

先
づ
経
営
の
手
を
着
く
べ
き
は
必
ず
北
京
な
ら
ん
」
と
主
張
し
た
。
そ
の
理
由
は
第
一
に
「
日
本
医
術
の
進
歩
が
漸
く
将
に
北
京
大
官
の
間

に
認
識
せ
ら
れ
ん
と
す
る
は
吾
人
の
慶
賀
し
て
措
か
ざ
る
所
な
り
」
だ
と
い
う
。
日
本
の
進
歩
し
た
医
療
が
北
京
の
官
僚
に
信
頼
さ
れ
は
じ

め
た
の
で
、
医
療
施
設
を
建
設
す
る
な
ら
何
ら
か
の
配
慮
が
あ
り
、
経
営
も
支
え
て
く
れ
る
と
推
測
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
に
は
欧
米

の
進
出
ぶ
り
を
理
由
と
す
る
。

諸
大
官
の
居
る
所
な
り
。

す
べ
か
ら
ず
（
以
下
略
）

（
前
略
）
…
英
米
仏
独
等
の
諸
国
は
各
々
巨
万
の
資
を
投
し
て
広
大
の
病
院
を
此
の
地
に
設
立
し
、
自
国
の
居
留
民
の
診
療
は
言
ふ
に
及

ば
ず
、
情
国
人
の
困
窮
者
に
は
施
療
を
も
為
し
つ
つ
あ
り
て
其
の
成
績
見
る
に
足
る
べ
き
も
の
あ
り
。
抑
も
北
京
は
国
の
中
枢
に
し
て

諸
大
官
の
居
る
所
な
り
。
こ
の
国
の
如
き
国
柄
に
在
り
て
、
こ
の
国
に
事
業
を
為
さ
ん
と
す
る
も
の
は
、
必
ず
先
ず
こ
の
中
標
を
閉
却

【●』
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こ
の
状
況
改
善
の
た
め
に
北
京
病
院
拡
張
新
築
問
題
が
議
事
日
程
に
乗
せ
ら
れ
、
「
建
築
請
負
者
が
会
に
資
金
の
出
来
る
迄
立
て
替
え
る

（
９
）

か
ら
、
建
築
に
着
手
す
べ
し
」
と
い
う
冒
険
的
な
提
案
が
あ
り
、
万
一
の
場
合
は
個
人
と
し
て
責
任
を
尽
く
す
と
丹
波
副
会
長
は
決
心
し
た
。

こ
う
し
て
会
の
財
政
と
寄
付
金
の
募
集
が
ま
だ
好
ま
し
く
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
工
事
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
国
庫
補
助
が
決

（
叩
）

ま
っ
た
後
、
す
ぐ
に
予
定
を
変
更
し
て
一
部
の
資
金
を
ま
た
施
設
の
拡
張
に
振
り
替
え
た
。
こ
う
し
て
日
本
の
名
誉
の
た
め
、
欧
米
列
強
と

病
院
経
営
の
優
勢
を
き
そ
う
こ
と
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。

協
和
医
学
堂
に
隣
接
し
て
い
た
こ
と
は
、
北
京
病
院
に
と
っ
て
最
強
の
ラ
イ
バ
ル
と
向
か
い
合
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
規
模
に
し
て
も

と
こ
ろ
で
北
京
病
院
は
無
事
に
開
院
を
果
た
し
た
が
、
小
規
模
で
設
備
も
貧
弱
だ
っ
た
。
と
く
に
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
が

資
金
を
投
じ
て
建
設
し
た
協
和
医
学
堂
の
隣
に
あ
っ
た
た
め
、
と
か
く
比
較
さ
れ
て
日
本
の
名
誉
に
も
か
か
わ
っ
た
。
一
九
一
四
年
三
月
に

大
隈
会
長
に
提
出
さ
れ
た
「
同
仁
会
事
業
補
助
請
願
書
」
は
、
「
今
や
北
京
の
一
地
に
見
る
も
英
、
米
、
独
、
仏
の
医
事
施
設
は
共
に
巨
万
の

（
７
）

資
産
を
投
じ
広
壮
な
る
病
院
を
設
け
競
競
と
し
て
唯
人
後
に
落
つ
る
こ
と
を
是
れ
恐
る
」
と
、
彼
ら
の
心
情
を
吐
露
す
る
。
さ
ら
に
平
賀
精

（
８
）

次
郎
も
、
一
九
一
五
年
一
月
に
首
相
官
邸
で
開
か
れ
た
同
仁
会
理
事
会
で
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。

（
前
略
）
…
最
遺
憾
に
感
し
ま
す
る
の
は
他
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
病
院
屋
舎
の
狹
陥
な
る
と
、
設
備
の
不
完
全
な
る
為
に
、
上
流
の
患
者

は
収
容
す
る
能
は
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
来
院
者
に
対
し
て
満
足
な
る
治
療
を
行
ふ
能
は
ず
。
夫
が
為
に
諸
外
国
経
営
の
病
院
と

比
肩
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ぬ
の
は
、
実
に
我
が
日
本
人
経
営
の
唯
一
た
る
同
仁
会
病
院
と
し
て
は
、
誠
に
恥
か
し
き
こ
と
と
存
じ
ま

年
一
月
一

す
な
わ
ち
中
国
の
首
都
に
欧
米
が
広
大
な
医
療
施
設
を
設
け
、
貧
困
の
中
国
人
に
は
無
料
診
療
で
成
果
を
上
げ
て
い
る
た
め
、
日
本
も
遅

（
Ｆ
Ｄ
）

れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
こ
の
提
案
に
応
じ
た
よ
う
に
、
同
仁
会
は
北
京
公
使
館
医
官
と
し
て
赴
任
す
る
平
賀
精
次
郎
に

北
京
病
院
創
設
の
事
務
を
一
九
一
二
年
一
○
月
に
委
託
し
た
。
そ
の
結
果
、
北
京
城
内
の
三
条
胡
同
に
土
地
が
買
い
求
め
ら
れ
、
一
九
一
四

す
（
以
下
略
）
…
。

創
設
の
事
務
を
一
九
一

（
６
）

日
に
開
院
を
迎
え
る
。
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備
に
し
て
も
協
和
医
学
堂
が
は
る
か
に
リ
ー
ド
し
て
お
り
、
外
国
病
院
の
模
範
的
存
在
だ
っ
た
。
そ
の
前
身
は
、
一
八
六
五
年
頃
に
ロ
ン

ド
ン
会
の
宣
教
師
・
徳
貞
Ｑ
ｏ
冒
口
巨
烏
の
○
目
）
が
創
建
し
た
双
旗
杵
病
院
と
い
わ
れ
る
。
の
ち
ロ
ン
ド
ン
会
な
ど
教
会
組
織
に
よ
る
「
河
北

教
育
協
会
」
が
北
京
で
連
合
病
院
と
医
学
校
の
建
設
を
計
画
し
、
一
九
○
三
年
に
慈
禧
皇
太
后
の
支
持
を
得
て
、
協
和
医
学
堂
は
中
国
政
府

（
Ⅱ
）

が
初
め
て
認
可
し
た
教
会
医
学
校
と
な
っ
た
。
そ
し
て
主
楼
と
学
生
楼
が
一
九
○
四
年
に
竣
工
さ
れ
て
い
る
。

一
九
一
三
年
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
は
新
し
い
役
員
会
を
選
出
し
、
こ
の
会
に
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
顧
問
・
蓋
茨
（
卑
且
閏
巨
肉
忠
扇
の
）

が
中
国
に
西
洋
近
代
医
学
を
伝
え
る
計
画
の
制
定
を
勧
め
た
。
こ
の
勧
告
に
基
づ
き
同
財
団
は
一
九
一
四
年
に
委
員
会
を
設
置
し
て
中
国
の

公
共
衛
生
と
医
療
の
現
状
を
調
査
し
、
そ
の
調
査
報
告
と
提
案
に
よ
り
同
年
十
二
月
に
中
華
医
学
基
金
会
を
設
立
、
中
国
へ
の
医
学
進
出
を

開
始
し
た
。
一
九
一
五
年
、
中
華
医
学
基
金
会
は
協
和
医
学
堂
を
買
収
し
て
経
営
管
理
に
乗
り
出
す
。
当
時
の
年
度
予
算
は
五
万
三
千
米
ド

（
吃
）

ル
だ
っ
た
。
一
九
一
七
年
に
は
百
万
元
の
投
資
で
も
と
の
場
所
に
近
代
的
医
学
校
の
建
設
が
決
ま
り
、
一
九
一
九
年
に
解
剖
・
生
理
・
化
学

（
咽
）

棟
が
落
成
し
て
一
大
医
学
基
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
同
仁
会
の
北
京
病
院
は
前
後
三
回
の
拡
張
工
事
を
行
い
、
一
九
一
二
年
に
は
二
階
だ
て
の
本
館
・
付
属
建

（
Ｍ
）

物
三
棟
・
病
舎
八
棟
・
宿
舎
十
二
棟
・
機
関
室
四
棟
・
倉
庫
四
棟
が
完
成
し
て
面
目
を
一
新
す
る
に
至
っ
た
が
、
協

和
医
学
堂
と
は
な
お
天
地
の
差
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
二
十
年
代
は
協
和
医
学
堂
の
黄
金
時
代
と
称
さ
れ
、
ア
メ
リ

カ
の
学
者
］
○
盲
．
Ｎ
国
○
言
①
厨
は
「
ア
ジ
ア
の
新
た
な
医
学
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
先
端

（
閲
）

的
医
学
セ
ン
タ
ー
と
同
等
」
と
評
価
す
る
。

か
く
も
圧
倒
的
な
協
和
医
学
堂
の
存
在
に
対
し
、
北
京
病
院
は
中
国
人
患
者
の
診
療
に
特
に
意
を
用
い
て
対
応
し

た
。
た
と
え
ば
診
察
料
の
軽
減
や
診
療
費
を
ご
く
少
額
と
し
、
さ
ら
に
は
無
料
診
療
の
方
法
ま
で
と
っ
た
。
二
一
年

三
月
に
は
新
た
に
隣
接
す
る
一
家
屋
も
借
り
て
無
料
の
施
療
所
を
開
設
し
た
。
こ
の
よ
う
な
努
力
で
時
に
は
協
和
病

（
肥
）

院
を
凌
駕
す
る
患
者
数
だ
っ
た
と
い
う
。
一
九
二
五
年
度
に
お
け
る
両
病
院
（
協
和
病
院
は
二
四
年
七
月
一
日
～
二
五
年

外来

入院

協和病院

88329

3826

同仁会北京病院

49687

9273
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（
二
）
上
海
で
の
計
画

（
即
）

北
京
を
し
の
ぐ
最
先
端
都
市
だ
っ
た
上
海
は
、
早
く
か
ら
欧
米
系
病
院
の
集
中
地
で
も
あ
っ
た
。
上
海
の
居
留
日
本
人
に
よ
る
病
院
設
立

の
要
望
は
一
九
一
八
年
に
丹
波
同
仁
会
副
会
長
に
受
け
入
れ
ら
れ
（
第
二
章
参
照
）
、
同
仁
会
は
上
海
居
留
民
団
・
東
亜
興
業
会
社
な
ど
の
協

力
で
一
九
二
一
年
一
月
に
上
海
北
四
川
路
の
電
車
終
点
駅
に
敷
地
を
買
収
、
病
院
建
設
計
画
が
立
て
ら
れ
る
。
土
地
買
収
資
金
の
う
ち
、
三

十
二
万
円
は
国
庫
補
助
を
予
定
し
て
い
た
。
一
九
二
三
年
三
月
の
国
庫
補
助
申
請
で
は
、
さ
ら
に
上
海
病
院
の
建
築
費
・
設
備
費
六
十
万
円

と
付
属
医
学
校
の
建
設
費
七
十
五
万
円
も
申
請
し
た
。
し
か
し
当
出
願
が
許
可
さ
れ
る
前
に
関
東
大
震
災
が
起
き
た
こ
と
、
ま
た
補
助
を
約

（
恥
）

束
し
た
大
阪
財
界
の
醗
金
も
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
起
工
計
画
は
延
期
に
な
る
。

こ
れ
で
上
海
病
院
と
付
属
医
学
校
の
計
画
は
い
っ
た
ん
頓
挫
し
た
が
、
同
仁
会
は
そ
の
実
現
を
断
念
し
な
か
っ
た
。
一
九
三
○
年
、
日
本

外
務
省
の
東
方
文
化
事
業
部
上
海
委
員
会
は
、
上
海
自
然
科
学
研
究
所
付
属
病
院
の
経
営
を
同
仁
会
に
委
託
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
場
所

が
フ
ラ
ン
ス
租
界
で
日
本
人
居
留
地
に
遠
い
。
そ
こ
で
関
係
方
面
と
協
議
し
た
結
果
、
共
同
租
界
外
の
土
地
に
東
方
文
化
事
業
部
委
員
会
が

（
釦
）

病
院
を
建
設
し
、
同
仁
会
に
委
託
経
営
さ
せ
る
こ
と
を
一
九
三
四
年
に
決
め
た
。

同
仁
会
は
上
海
病
院
の
建
設
に
な
ぜ
か
く
も
固
執
し
た
の
だ
ろ
う
。
一
九
三
一
年
、
同
仁
会
評
議
員
の
下
瀬
謙
太
郎
は
「
上
海
在
留
の
邦

（
蛇
）

人
医
師
」
と
い
う
文
章
で
次
の
よ
う
に
い
う
。

（
前
略
）
．
：
上
海
に
在
住
す
る
日
本
人
医
師
の
数
は
約
五
十
人
に
達
し
て
居
る
さ
う
で
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）
…
然
し
な
が
ら
欧
米
人
設
立

六
月
三
○
日
）
の
患
者
数
を
表
６
に
示
す
。

本
表
に
よ
る
と
北
京
病
院
の
患
者
は
外
来
が
協
和
病
院
の
半
数
強
な
の
に
、
入
院
数
は
協
和
の
二
・
四
倍
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

協
和
病
院
を
時
に
凌
駕
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
経
費
・
規
模
・
設
備
と
も
に
協
和
と
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
な
い
の
は
常
に
同
仁
会

の
遺
憾
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
一
九
二
二
年
五
月
と
一
九
二
三
年
二
月
に
そ
れ
ぞ
れ
二
十
万
円
の
増
築
補
助
を
申
請
し
た
が
、
ど
れ
も
許
可
さ

（
Ⅲ
）

れ
な
か
っ
た
、
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こ
の
よ
う
に
同
仁
会
上
海
病
院
は
、
学
術
性
と
権
威
性
に
よ
り
欧
米
病
院
と
競
争
す
る
予
定
だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
同
仁
会
の
理
想
を
理
解
し
な
い
日
本
人
も
い
た
。
一
九
三
五
年
の
『
医
海
時
報
」
二
一
三
三
号
は
「
雑
報
」
に
「
転

向
を
要
す
べ
き
同
仁
会
病
院
事
業
」
と
い
う
記
事
を
載
せ
、
「
五
十
万
円
病
院
を
以
て
一
千
万
円
病
院
に
対
抗
せ
ん
と
す
る
は
時
代
錯
誤
で
あ

る
否
、
寧
ろ
国
辱
で
あ
る
」
「
上
海
医
院
の
開
設
は
開
業
医
と
同
志
打
に
な
り
は
せ
ぬ
か
」
と
非
難
し
た
。
こ
れ
に
対
し
同
仁
会
理
事
の
小
野

徳
一
郎
は
、
「
規
模
の
壮
大
や
輪
奥
の
美
に
於
て
は
或
は
彼
等
に
一
晴
を
輸
す
る
処
あ
り
と
す
る
も
（
中
略
）
。
：
我
が
日
本
の
権
威
を
発
揮
す

る
に
足
る
べ
き
優
秀
な
る
学
能
と
完
全
な
る
設
備
を
以
て
す
る
に
於
て
は
我
等
の
使
命
を
達
成
す
る
上
に
何
の
逵
巡
や
濤
踏
を
要
せ
な
い
」

と
反
論
。
日
本
人
開
業
医
と
の
競
争
に
つ
い
て
は
「
研
究
患
者
に
重
き
を
措
き
」
「
医
員
養
生
を
も
目
的
と
す
る
」
た
め
、
「
使
命
の
一
部
を

具
体
化
す
る
も
の
で
在
っ
て
是
に
よ
り
初
め
て
欧
米
各
国
の
医
界
と
対
立
し
て
我
が
医
学
の
権
威
を
中
国
に
普
及
す
る
前
提
」
と
も
な
る
、

の
病
院
の
や
う
に
専
ら
中
国
人
の
為
め
に
経
営
さ
れ
て
い
る
日
本
病
院
は
今
日
の
処
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
（
中
略
）
：
．
同
仁
会
の
目
指

す
所
の
同
仁
精
神
は
、
上
海
で
は
専
ら
外
国
病
院
が
遂
行
し
て
い
る
と
い
う
有
様
で
あ
り
ま
す
（
以
下
略
）
。

こ
の
よ
う
に
、
彼
は
中
国
人
の
た
め
の
日
本
病
院
が
上
海
で
欠
乏
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
る
と
同
仁
会
が
上
海
病
院
の
建
設
を

決
意
し
固
執
し
た
の
は
、
中
国
人
の
た
め
の
欧
米
病
院
が
上
海
で
活
躍
し
て
い
た
の
に
倣
お
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
鋤
）

こ
の
上
海
病
院
の
特
色
に
つ
い
て
、
同
仁
会
理
事
の
小
野
徳
一
郎
は
一
九
三
四
年
に
こ
う
い
う
。

（
前
略
）
…
上
海
に
お
け
る
医
療
機
関
は
、
殆
ん
ど
普
及
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
と
思
ふ
。
従
っ
て
若
し
同
仁
会
の
病
院
が
、
此
等
の

病
医
院
と
同
じ
様
に
患
者
の
治
療
、
並
び
に
投
薬
の
み
を
以
て
、
能
事
足
れ
り
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
単
に
彼
等
と
無
意
味
な
競
争

を
す
る
と
い
ふ
に
止
ま
り
、
必
ず
し
も
有
用
の
事
業
と
は
、
云
ひ
得
な
い
で
あ
ら
う
。
…
（
中
略
）
若
し
本
院
を
以
て
、
研
究
的
方
面
に

重
点
を
お
き
、
中
国
に
於
て
活
動
せ
ん
と
す
る
中
日
医
学
者
の
指
導
誘
披
に
任
ぜ
し
め
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
学
識
才
能
の
必
要
な
る
は

無
論
の
こ
と
な
が
ら
、
更
に
之
等
研
究
者
を
心
服
せ
し
む
る
に
足
る
識
見
と
、
徳
望
と
を
兼
ね
備
へ
た
一
流
の
人
物
を
招
聰
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
（
以
下
略
）
。
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小
野
の
文
章
は
上
海
病
院
に
よ
り
「
欧
米
各
国
の
医
界
と
対
立
」
す
る
意
図
を
明
言
し
て
お
り
、
そ
こ
に
各
国
の
医
療
競
争
で
日
本
の
医

（
妬
）

学
権
威
を
確
立
さ
せ
た
い
心
境
が
読
み
と
れ
る
。
一
九
三
三
年
に
は
上
海
の
医
者
が
過
剰
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
仁
会
は
上
海
病
院

の
建
設
計
画
を
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
欧
米
と
の
医
療
競
争
へ
の
意
欲
の
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
蘆
溝
橋
事
件
の
勃

（
躯
）

発
に
よ
り
、
上
海
病
院
と
医
学
校
の
建
設
は
つ
い
に
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

以
後
さ
ら
に
同
仁
医
科
大
学
が
設
立
さ
れ
は
し
た
。
し
か
し
「
（
昭
和
）
十
九
年
（
一
九
四
四
）
春
に
八
十
人
の
学
生
募
集
を
し
た
が
、
現
地

人
に
は
日
本
が
負
け
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
た
の
で
学
生
が
集
ま
ら
な
い
。
受
験
に
来
た
の
は
三
人
の
日
本
女
学
生
を
含
む
八
人
ほ
ど
で

あ
っ
た
そ
う
だ
。
（
中
略
）
．
：
ほ
そ
ぽ
そ
と
授
業
を
行
な
っ
て
い
る
う
ち
に
終
戦
を
迎
え
、
同
仁
大
学
は
自
然
消
滅
と
な
っ
た
」
と
い
う
結
末

（
”
）

を
迎
え
て
い
る
（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
の
補
足
）
。

以
上
の
よ
う
に
同
仁
会
は
北
京
病
院
の
建
設
と
運
営
、
ま
た
上
海
病
院
の
建
設
計
画
で
も
、
欧
米
病
院
へ
の
対
抗
意
識
を
赤
裸
々
に
し
て

い
た
。
な
ら
ば
同
仁
会
の
ほ
か
の
三
つ
の
病
院
で
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
や
は
り
現
地
の
欧
米
病
院
に
対
抗
す
る
意
識
が
あ
っ
た
の
だ

い
た
。
、ロＪ

ろ
う
か
。

そ
う
し
た
事
情
を
伝
え
る
資
料
は
少
な
い
が
、
漢
口
病
院
に
つ
い
て
以
下
の
記
録
が
あ
っ
た
。
一
九
二
二
年
の
竣
工
で
本
館
・
病
棟
・
そ

の
他
の
建
物
十
六
棟
が
で
き
あ
が
り
、
総
資
産
は
五
十
二
万
二
千
三
百
二
十
五
円
、
そ
の
外
観
も
内
容
も
長
江
流
域
の
他
医
療
施
設
を
は
る

（
洲
）

か
に
超
え
、
大
い
に
日
本
の
た
め
に
気
を
吐
い
た
と
い
う
。
長
江
流
域
の
欧
米
医
療
施
設
を
圧
倒
で
き
る
よ
う
建
て
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な

（
四
）い

。
こ
こ
に
も
同
仁
会
の
欧
米
組
織
と
の
競
争
意
識
が
窺
え
よ
う
。

（
別
）

と
可
能
性
を
否
定
し
た
。

三
、
同
仁
会
の
新
規
文
化
事
業
の
意
図

二
○
年
代
に
同
仁
会
は
一
連
の
文
化
事
業
に
着
手
し
た
。
こ
れ
は
当
時
の
日
本
政
府
の
対
中
文
化
事
業
の
振
興
に
も
連
係
す
る
。
文
化
事
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業
は
当
初
か
ら
同
仁
会
の
事
業
計
画
の
中
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
い
は
経
費
の
問
題
の
た
め
か
、
二
○
年
代
以
前
は
そ
れ
ほ
ど
実
施
さ

れ
て
い
な
い
。
一
方
、
二
○
年
代
初
期
か
ら
欧
米
各
国
は
中
国
国
民
の
抵
抗
緩
和
の
た
め
、
文
化
事
業
と
文
化
施
設
へ
の
投
資
を
大
き
く
増

加
さ
せ
た
。
た
と
え
ば
義
和
団
賠
償
金
を
中
国
に
返
還
し
て
起
こ
し
た
文
化
事
業
で
は
、
そ
の
方
法
が
各
国
に
よ
り
異
な
る
。
ア
メ
リ
カ
は

（
抑
）

義
和
団
賠
償
金
の
第
一
回
返
還
を
中
国
人
の
ア
メ
リ
カ
留
学
基
金
に
用
い
、
留
学
予
備
校
と
し
て
清
華
学
校
も
設
立
し
た
。
そ
れ
に
は
毎
年

（
別
）

五
十
名
な
い
し
百
名
の
医
学
生
を
ア
メ
リ
カ
に
送
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
第
二
回
は
各
種
教
育
文
化
事
業
に
用
い
た
。
イ
ギ
リ
ス

（
兜
）

は
ま
ず
鉄
道
・
水
利
・
電
気
な
ど
の
実
業
に
投
資
し
、
生
じ
た
利
息
を
も
っ
て
教
育
事
業
に
用
い
て
い
る
。
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
方
法
を
モ

（
粥
）

デ
ル
と
し
て
外
務
省
内
部
に
対
支
文
化
事
業
部
を
設
置
し
、
い
く
つ
か
重
要
な
文
化
施
設
を
建
設
し
た
。
文
化
事
業
部
は
一
部
の
民
間
文
化

団
体
に
も
補
助
を
決
め
て
い
る
。
同
仁
会
は
そ
の
一
つ
だ
っ
た
。
た
だ
し
補
助
を
簡
単
に
得
た
わ
け
で
は
な
い
。

同
仁
会
は
義
和
団
賠
償
金
と
青
島
帰
還
の
償
還
金
を
援
助
し
て
く
れ
る
よ
う
、
文
化
事
業
案
を
審
議
す
る
第
四
十
五
議
会
の
前
に
政
府
へ

申
請
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
が
文
化
施
設
建
設
の
特
別
会
計
項
目
に
設
け
ら
れ
る
の
を
知
り
、
一
九
二
三
年
に
政
府
と
数
回
交
渉
し
て

（
制
）
（
錫
）

や
っ
と
同
意
を
得
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
副
会
長
の
入
沢
達
吉
・
江
口
定
條
が
「
対
支
文
化
事
業
調
査
会
」
の
委
員
に
任
命
さ
れ
、
同
仁
会

が
対
中
文
化
事
業
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
か
っ
て
は
一
般
会
計
項
目
で
同
仁
会
に
支
出
さ
れ
た
補
助
費
が
、

一
九
二
四
年
か
ら
一
九
三
七
年
の
十
四
年
間
は
対
支
文
化
特
別
会
計
か
ら
支
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
同
仁
会
は
こ
の
十
四

（
妬
）

年
間
で
特
別
会
計
総
額
の
三
一
％
に
あ
た
る
七
百
四
十
九
万
四
千
九
円
を
受
け
、
東
亜
同
文
会
を
上
回
っ
て
筆
頭
を
占
め
た
。

外
務
省
の
対
中
文
化
事
業
計
画
が
公
布
さ
れ
た
後
、
そ
の
事
業
部
長
・
岡
部
長
景
は
「
対
支
文
化
事
業
の
使
命
」
と
い
う
文
章
に
こ
う
記

す
。
「
娩
近
西
洋
文
化
の
輸
入
と
共
に
、
東
方
文
化
の
研
究
暫
く
等
閑
に
付
せ
ら
れ
、
自
然
日
支
の
関
係
が
寧
ろ
疎
遠
の
傾
向
を
示
せ
る
は
、

（
訂
）

仮
令
一
時
的
現
象
と
は
い
へ
、
甚
だ
遺
憾
に
堪
え
ぬ
事
態
で
あ
る
」
と
い
い
、
欧
米
文
化
の
日
中
へ
の
輸
入
に
よ
り
両
国
の
関
係
が
疎
遠
に

な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
警
戒
を
示
し
た
。
と
す
る
な
ら
、
日
本
の
対
中
文
化
事
業
に
お
い
て
重
要
な
補
助
団
体
だ
っ
た
同
仁
会
の
新
事
業
に

は
、
背
景
に
欧
米
の
文
化
事
業
に
対
抗
す
る
意
図
が
政
府
に
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
当
然
浮
か
び
上
が
る
。
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つ
ま
り
上
記
の
よ
う
な
文
化
活
動
と
医
学
交
流
を
通
じ
、
社
会
上
層
部
に
あ
る
医
学
知
識
人
に
相
互
理
解
を
図
り
、
日
中
関
係
の
緊
張
緩

和
を
目
指
し
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
細
野
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
文
化
的
現
象
は
、
政
治
的
、
経
済
的
、
軍
事
的
、
そ
の
他
社
会

（
蛸
）

的
諸
条
件
の
特
殊
歴
史
的
な
あ
り
方
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
」
で
あ
る
。
一
九
一
九
年
の
「
五
四
運
動
」
以
後
、
中
国
で
高
ま
っ
た
反

帝
国
主
義
運
動
を
緩
和
さ
せ
る
た
め
に
欧
米
の
文
化
事
業
は
行
な
わ
れ
た
。
一
方
、
同
仁
会
が
始
め
た
「
文
化
交
流
」
に
は
欧
米
と
同
様
の

側
面
が
あ
る
も
の
の
、
医
療
人
を
中
心
と
し
た
知
識
階
層
の
精
神
的
な
結
び
つ
き
で
、
欧
米
文
化
の
進
入
に
よ
る
中
国
と
欧
米
の
接
近
を
抑

制
す
る
目
的
も
強
く
介
在
し
て
い
た
。

一
九
二
六
年
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
内
田
同
仁
会
長
の
中
国
視
察
が
終
わ
っ
た
後
の
二
七
年
三
月
、
第
二
回
同
仁
病
院
長
会
議
は
文
化
事
業

（
犯
）

の
内
訳
を
決
め
た
。
関
東
大
震
災
の
火
災
で
停
刊
し
て
い
た
「
同
仁
』
を
同
年
に
復
刊
さ
せ
、
内
容
も
医
事
衛
生
を
中
心
と
し
て
中
国
の
文

化
と
風
土
の
紹
介
に
重
点
を
変
え
、
政
治
色
を
薄
め
た
。
一
九
二
八
年
に
は
中
国
語
の
学
術
雑
誌
『
同
仁
会
医
学
雑
誌
」
（
の
ち
に
「
同
仁
医

（
調
）

学
」
と
改
称
）
を
創
刊
し
、
こ
れ
は
主
に
日
本
国
内
の
医
学
雑
誌
か
ら
論
文
を
翻
訳
転
載
し
て
い
る
。
中
国
訳
の
日
本
医
薬
書
も
発
行
し
た
。

な
お
蘆
溝
橋
事
件
後
、
上
記
の
二
雑
誌
は
廃
刊
さ
れ
、
代
わ
り
に
一
九
三
九
年
六
月
か
ら
日
本
語
の
「
同
仁
会
医
学
雑
誌
」
を
創
刊
し
、
中

（
釣
）
（
抑
）

国
在
住
同
仁
会
職
員
の
研
究
報
告
を
掲
載
し
て
い
る
。
一
方
、
会
員
に
は
一
九
四
○
年
か
ら
日
本
語
の
『
同
仁
会
報
』
を
発
行
し
た
。
交
流

（
劉
）

活
動
で
は
中
国
で
中
国
医
師
講
習
会
、
日
本
で
日
中
医
学
生
懇
親
会
な
ど
を
開
い
た
。

（
岨
）

こ
う
し
た
文
化
事
業
に
つ
い
て
、
『
同
仁
』
誌
の
柳
沢
論
文
は
次
の
よ
う
に
い
う
（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
の
補
足
）
。

（
文
化
関
係
の
特
質
は
）
個
人
の
関
係
を
捉
へ
て
み
る
と
、
（
中
略
）
．
：
初
め
か
ら
相
互
に
人
格
を
知
り
、
人
格
を
理
解
し
、
相
手
に
愛
と
尊

敬
と
を
持
た
せ
得
る
な
ら
ば
、
両
者
の
関
係
は
永
久
と
な
り
、
決
し
て
一
朝
一
夕
に
豹
変
す
る
と
云
ふ
が
如
き
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の

で
あ
る
。
（
中
略
）
。
：
（
利
害
関
係
）
を
巧
み
に
調
整
し
て
、
衝
突
の
可
能
性
を
極
力
減
少
し
以
て
相
互
に
利
益
を
享
受
す
る
（
以
下
略
）

○

こ
の
よ
う
な
欧
米
の
文
化
事
業
に
対
抗
す
る
意
図
は
、
『
同
仁
』
に
発
表
さ
れ
た
以
下
の
文
章
に
反
映
さ
れ
て
い
る
（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
の
補
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○

（
前
略
）
…
（
上
海
に
お
い
て
）
元
来
日
本
派
は
人
数
に
於
て
一
番
多
い
の
で
あ
り
ま
す
る
が
、
全
く
背
景
を
持
っ
て
居
ら
ず
、
後
援
も
な

く
、
連
繋
も
あ
り
ま
せ
ん
。
英
米
独
仏
派
は
英
派
、
米
派
、
独
派
、
仏
派
と
堂
々
と
名
乗
り
を
揚
げ
て
居
る
の
で
す
が
、
日
本
派
は
か

す
か
に
日
独
派
な
ど
と
称
し
、
男
ら
し
く
日
本
派
と
は
云
っ
て
い
な
い
。
（
中
略
）
：
斯
く
の
如
く
日
本
派
の
不
振
な
る
理
由
の
一
つ
は
、

（
“
）

留
日
諸
君
が
留
学
国
（
日
本
）
と
の
連
絡
を
持
た
ぬ
為
で
は
な
い
で
せ
う
か
（
以
下
略
）
。

次
は
下
瀬
謙
太
郎
・
入
沢
達
吉
・
水
野
梅
暁
（
東
方
通
信
社
）
の
対
談
で
、
水
野
は
中
国
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
学
校
が
中
国
人
卒
業
者
を
ァ

（
幅
）

メ
リ
カ
ヘ
派
遣
す
る
こ
と
に
対
し
、
以
下
の
よ
う
に
提
案
す
る
。

か
う
い
ふ
方
法
を
取
っ
た
ら
ど
う
で
す
か
、
日
本
の
大
学
を
出
た
支
那
の
医
者
に
は
、
出
来
る
だ
け
日
本
の
病
院
の
薬
な
り
、
新
し
い

医
学
の
レ
ポ
ー
ト
な
り
を
ど
ん
ど
ん
や
る
。
そ
れ
か
ら
二
年
目
か
三
年
目
位
に
は
、
日
本
の
医
者
が
独
逸
へ
留
学
に
行
く
や
う
に
日
本

へ
参
観
に
来
さ
せ
る
と
か
、
観
光
団
と
い
ふ
よ
う
な
も
の
を
、
同
仁
会
主
催
の
下
で
や
っ
て
行
く
、
斯
う
い
ふ
よ
う
な
こ
と
に
は
、
色
々

の
方
法
が
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

す
な
わ
ち
前
者
は
日
本
派
の
不
振
に
対
し
元
留
日
学
生
と
の
連
絡
を
い
い
、
後
者
は
よ
り
具
体
的
な
措
置
を
提
起
し
、
と
も
に
欧
米
事
業

へ
の
対
抗
意
識
を
露
わ
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
同
仁
会
の
新
規
文
化
事
業
計
画
と
照
合
す
る
と
、
第
四
条
の
「
中
華
民
国
医
薬
学

（
妬
）

生
連
絡
奨
励
」
に
該
当
す
る
。
そ
し
て
実
際
、
「
同
仁
医
学
』
の
「
雑
報
」
に
よ
る
と
、
一
九
二
九
年
か
ら
元
留
日
医
学
生
が
率
い
る
中
国
の

医
科
大
学
・
医
学
専
門
学
校
の
訪
日
参
観
団
が
あ
い
つ
い
で
お
り
、
ほ
と
ん
ど
同
仁
会
が
歓
迎
会
を
主
催
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
掲
文
の
措

置
が
お
お
む
ね
実
現
し
た
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

同
仁
会
の
新
規
文
化
事
業
の
す
べ
て
が
、
義
和
団
賠
償
金
で
始
ま
っ
た
欧
米
文
化
事
業
へ
の
対
抗
策
だ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
欧

米
の
賠
償
金
処
理
策
を
模
倣
し
た
日
本
の
対
中
文
化
事
業
に
よ
り
、
筆
頭
の
補
助
を
受
け
た
同
仁
会
が
従
来
の
病
院
運
営
を
維
持
す
る
と
同

時
に
、
出
版
・
人
物
交
流
な
ど
の
事
業
に
力
を
入
れ
た
の
は
、
や
は
り
そ
れ
へ
の
対
抗
意
識
が
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
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以
上
よ
り
、
日
本
の
対
中
進
出
期
に
同
仁
会
が
中
国
に
お
け
る
欧
米
の
医
療
文
化
事
業
に
対
抗
す
る
努
力
を
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
え
た
。
た
だ
し
同
仁
会
の
努
力
は
ど
れ
だ
け
の
成
果
を
得
た
の
だ
ろ
う
。
「
対
中
文
化
事
業
で
も
っ
と
も
大
き
な
補
助
金
を
受
け
て
い
る
同

（
疵
）

仁
会
に
、
欧
米
宣
教
師
団
と
拮
抗
す
る
見
る
べ
き
仕
事
が
あ
っ
た
」
と
い
う
評
価
も
あ
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
同
仁
会
の
診
療

（
媚
）

対
象
は
中
国
人
半
分
・
日
本
人
半
分
で
あ
り
、
欧
米
キ
リ
ス
ト
教
系
病
院
は
中
国
人
が
主
だ
っ
た
。
病
院
へ
の
投
資
に
つ
い
て
は
、
慶
大
医

（
⑱
）

学
部
教
授
だ
っ
た
藤
浪
剛
一
が
同
仁
会
北
京
・
青
島
・
済
南
病
院
を
訪
問
し
、
次
の
よ
う
に
嘆
い
て
い
る
。

（
前
略
）
．
：
同
医
院
に
は
補
助
費
を
十
二
分
支
給
す
る
こ
そ
、
条
理
あ
る
話
で
は
な
い
か
、
同
仁
会
医
院
の
外
国
病
院
に
比
し
て
甚
だ
見

劣
り
す
る
は
、
経
費
が
潤
沢
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
（
中
略
）
：
院
内
の
掃
除
な
ど
は
不
徹
底
と
な
り
、
壁
が
汚
れ
て
も
之
を
繕
ふ
経
費

も
算
出
に
苦
し
ん
で
居
る
始
末
で
、
外
来
者
に
は
同
仁
会
医
院
の
怠
惰
の
様
に
非
難
す
る
向
き
も
あ
る
（
以
下
略
）
。

こ
の
よ
う
に
同
仁
会
病
院
は
経
費
の
欠
乏
で
や
は
り
外
国
病
院
に
見
劣
り
し
て
い
た
。
文
化
事
業
へ
の
投
資
も
見
て
み
よ
う
。
政
府
の
援

助
を
得
て
行
な
わ
れ
た
同
仁
会
の
新
規
文
化
事
業
で
は
あ
る
が
、
中
国
の
医
療
・
教
育
機
関
に
金
銭
的
援
助
を
し
た
こ
と
が
な
い
。
ま
た
病

院
以
外
に
実
質
的
な
施
設
を
保
有
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
中
国
医
界
に
医
学
校
の
建
設
や
留
学
費
・
研
究
費
の
援
助
を
申
し
入
れ
ら
れ
て
も

（
別
）

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
欧
米
の
宣
教
活
動
を
中
心
と
す
る
文
化
事
業
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
例
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
だ
け
で
も
協
和
医
学

（
別
）

校
と
病
院
の
設
立
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
種
教
育
・
衛
生
・
公
益
機
関
に
対
し
て
定
額
の
補
助
を
与
え
た
り
、
後
援
し
た
り
し
て
い
た
。

さ
ら
に
国
別
の
対
中
文
化
事
業
全
般
へ
の
投
資
を
見
て
み
よ
う
。
日
本
は
教
育
・
調
査
・
雑
誌
刊
行
に
重
点
が
あ
り
、
外
務
省
が
対
支
文

化
事
業
部
を
設
置
し
た
後
で
も
投
資
額
は
、
一
九
二
四
年
か
ら
三
七
年
ま
で
の
十
三
年
間
で
計
約
二
千
九
百
九
万
円
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
ア
メ
リ
カ
は
一
九
三
○
年
度
一
年
間
の
投
資
額
だ
け
で
八
千
六
百
十
四
万
円
、
フ
ラ
ン
ス
は
四
千
三
百
四
十
一
万
円
、
イ
ギ
リ
ス
は
二
千

（
認
）

万
円
で
、
い
ず
れ
も
は
る
か
に
日
本
を
上
回
っ
て
い
た
。
中
国
人
が
患
者
の
半
分
し
か
な
か
っ
た
こ
と
、
欧
米
に
く
ら
べ
て
政
府
の
投
資
が

過
少
だ
っ
た
こ
と
で
、
は
た
し
て
同
仁
会
が
欧
米
医
療
文
化
事
業
へ
十
分
な
対
抗
を
な
し
え
た
だ
ろ
う
か
。
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本
章
で
は
、
同
仁
会
の
医
療
事
業
と
し
て
北
京
病
院
建
設
の
い
き
さ
つ
と
運
営
状
況
、
上
海
病
院
・
医
学
校
の
建
設
計
画
を
取
り
上
げ
、

欧
米
医
療
施
設
と
の
競
争
意
識
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
同
会
が
一
九
二
七
年
以
降
に
始
め
た
文
化
事
業
も
、
ア
メ
リ
カ
の
義
和
団
賠
償
金

処
理
策
を
模
倣
し
て
設
立
し
た
対
支
文
化
事
業
部
の
支
援
を
受
け
て
か
ら
遂
行
さ
れ
て
お
り
、
欧
米
文
化
事
業
へ
の
対
抗
措
置
の
強
化
だ
っ

た
側
面
が
強
く
、
『
同
仁
」
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
か
ら
も
そ
の
一
端
を
窺
え
た
。
た
だ
し
、
欧
米
の
文
化
事
業
は
歴
史
の
面
で
も
資
金
の
面
で

も
優
勢
に
立
っ
て
い
る
の
で
、
同
仁
会
の
対
抗
は
ま
っ
た
く
効
果
が
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
十
分
に
達
成
で
き
な
か
っ
た
と
筆
者
は

考
え
る
。

四
、

引
用
文
献
と
注

（
１
）
「
文
明
の
誘
導
者
」
『
医
海
時
報
』
三
三
一
号
一
頁
、
東
京
・
医
海
時
報
社
、
一
八
九
八
年
。

（
２
）
馬
伯
英
ら
『
中
外
医
学
文
化
交
流
史
」
三
○
七
～
三
○
九
・
三
二
三
～
三
二
九
頁
、
上
海
・
文
匪
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

（
３
）
程
之
萢
・
張
大
慶
「
近
代
医
学
体
系
的
萌
生
」
董
光
壁
主
編
「
中
国
近
現
代
科
学
技
術
史
」
中
巻
、
一
○
六
七
・
一
○
七
四
～
一
○
七
五
頁
、

長
沙
・
湖
南
教
育
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

（
４
）
平
賀
精
次
郎
「
北
清
の
医
事
」
『
同
仁
」
一
六
号
、
九
～
一
○
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
○
七
年
。

（
５
）
平
賀
精
次
郎
の
報
告
（
『
同
仁
会
事
業
概
要
」
一
三
～
一
五
頁
、
東
京
・
同
仁
会
）
に
よ
る
と
、
当
時
北
京
に
あ
っ
た
個
人
開
業
医
以
外
の
欧
米
病

（
５
）
平
賀
精
次
郎
の
報
告
今

院
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
”
約
二
十
年
坐

｣、
フ
ラ
ン
ス
”
約
二
十
年
前
開
設
。
列
国
公
使
館
の
並
立
す
る
街
は
ず
れ
に
あ
る
。
院
長
は
フ
ラ
ン
ス
医
一
名
、
宗
教
的
看
護
婦
数
名
、
中
国

人
助
手
数
名
。
各
国
の
医
者
も
患
者
を
そ
こ
に
送
り
、
自
ら
行
っ
て
治
療
で
き
る
よ
う
開
放
し
て
い
る
。
上
、
中
、
下
の
病
室
が
あ
る
。
外

来
患
者
一
日
三
、
四
百
名
、
入
院
は
平
均
百
四
、
五
十
名
。
患
者
は
主
に
中
国
人
。

イ
タ
リ
ア
”
ジ
ュ
ラ
ー
マ
と
い
う
医
者
が
経
営
。
施
療
・
通
常
患
者
を
取
扱
う
。
患
者
一
日
二
、
三
百
人
、
入
院
二
、
三
十
人
。

ド
イ
ツ
恥
ド
イ
ツ
兵
営
前
に
あ
る
大
規
模
の
病
院
。
主
に
ド
イ
ツ
の
軍
人
と
そ
の
家
族
・
居
留
民
を
治
療
す
る
。

結
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（
略
）
『
同
仁
会
二
十
年
誌
」
二
二
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
二
五
年
。

（
四
）
「
上
海
に
あ
る
各
国
病
院
の
調
」
含
同
仁
』
第
五
巻
一
号
、
八
六
～
八
九
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
一
年
）
に
よ
る
と
、
一
九
一
八
年
前
に
設
立

さ
れ
た
各
国
の
教
会
・
私
立
病
院
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
“
仁
済
病
院
（
一
八
四
五
年
設
立
）
。

ア
メ
リ
カ
豊
日
一
教
師
の
経
営
す
る
同
仁
病
院
。
昨
年
病
室
を
増
築
し
て
か
ら
、
入
院
外
来
共
に
増
え
た
。

イ
ギ
リ
ス
”
教
会
病
院
。
大
き
い
の
は
二
つ
あ
り
、
同
国
女
医
の
経
営
す
る
病
院
が
別
に
二
つ
あ
る
。
と
も
に
繁
栄
し
て
い
る
。

英
米
共
同
経
営
”
協
和
医
学
堂
。
昨
年
立
派
な
付
属
病
院
が
で
き
、
患
者
は
多
い
。

ロ
シ
ア
伽
宣
教
師
が
約
二
十
万
圓
で
建
て
た
大
病
院
。

（
６
）
『
同
仁
会
四
十
年
史
」
八
○
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
四
三
年
。

（
７
）
「
同
仁
会
三
十
年
史
』
二
四
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
二
年
。

（
８
）
前
掲
文
献
（
５
）
、
一
八
頁
。

（
９
）
前
掲
文
献
（
７
）
、
三
六
二
頁
。

（
皿
）
前
掲
文
献
（
７
）
、
九
一
頁
の
丹
波
副
会
長
の
意
見
（
ホ
）
に
よ
る
。

（
Ⅱ
）
前
掲
文
献
（
２
）
、
四
一
六
～
四
一
八
頁
。

（
吃
）
前
掲
文
献
（
３
）
、
一
○
九
八
頁
。

（
過
）
前
掲
文
献
（
２
）
、
四
一
九
頁
。

（
皿
）
前
掲
文
献
（
６
）
、
八
一
頁
。

（
巧
）
前
掲
文
献
（
２
）
、
四
一
九
～
四
二
○
頁
。

（
雌
）
前
掲
文
献
（
７
）
、
八
五
～
八
七
頁
。

（
Ⅳ
）
前
掲
文
献
（
６
）
、
八
四
頁
の
「
北
京
病
院
事
業
成
績
（
昭
和
元
年
こ
「
協
和
医
院
入
院
患
者
・
外
来
患
者
数
（
一
九
二
四
年
七
月
一
日
～
一
九
二

五
年
六
月
三
○
日
）
」
、
お
よ
び
（
「
支
那
に
お
け
る
欧
米
人
の
文
化
事
業
」
『
同
仁
」
第
一
巻
五
号
、
四
一
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
二
七
年
）
に
よ
り
作

成
し
た
。
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ア
メ
リ
カ
“
同
仁
病
院
（
一
八
六
五
年
）
、
広
仁
病
院
二
九
一
四
年
設
立
）
、
西
門
婦
濡
病
院
（
一
八
八
五
年
設
立
）
。

フ
ラ
ン
ス
叩
広
慈
病
院
（
一
九
一
四
年
設
立
）
、
新
普
益
堂
南
市
時
疫
病
院
（
一
八
六
七
年
設
立
）
、
仁
愛
会
病
院
（
毎
日
三
百
余
名
に
施
療
）
。

ド
イ
ツ
”
私
立
宝
隆
病
院
（
国
立
同
済
大
学
医
学
院
の
実
習
病
院
）
。

（
別
）
前
掲
文
献
（
６
）
、
九
七
～
九
九
頁
。

（
別
）
前
掲
文
献
（
６
）
、
九
九
～
一
○
○
頁
。

（
塊
）
下
瀬
謙
太
郎
「
上
海
在
留
の
邦
人
医
師
」
『
同
仁
」
第
五
巻
二
号
、
一
七
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
一
年
。

（
羽
）
小
野
徳
一
郎
「
訪
渥
雑
感
」
『
同
仁
』
第
八
巻
五
号
、
三
五
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
四
年
。

（
型
）
小
野
徳
一
郎
「
同
仁
会
上
海
医
院
之
建
設
に
就
て
誤
り
を
訂
す
」
「
同
仁
」
第
九
巻
八
号
、
八
五
～
八
六
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
五
年
。

（
妬
）
「
同
仁
医
学
」
第
六
巻
四
号
、
三
五
四
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
三
年
。

（
恥
）
前
掲
文
献
（
６
）
、
一
○
二
頁
。

（
”
）
沖
中
重
雄
「
私
の
履
歴
書
」
『
日
本
経
済
新
聞
」
、
東
京
・
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
一
年
七
月
二
六
日
。

（
泥
）
前
掲
文
献
（
７
）
、
二
二
頁
。

（
調
）
一
九
三
五
年
に
漢
口
市
内
に
は
同
仁
会
病
院
の
ほ
か
、
外
国
人
経
営
病
院
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
天
主
堂
病
院
、
朝
鮮
人
の
博
愛
病
院
し
か
な
い

が
、
西
洋
医
学
が
伝
わ
っ
て
き
た
頃
に
は
も
っ
と
あ
っ
た
（
『
同
仁
』
第
二
巻
九
号
、
四
七
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
二
八
年
）
。
近
隣
の
湖
南
省
に

は
、
ア
メ
リ
カ
雅
礼
会
と
国
民
政
府
が
共
同
経
営
す
る
湘
雅
病
院
・
医
学
校
と
い
う
大
規
模
な
医
療
施
設
が
あ
る
（
前
掲
文
献
（
２
）
、
四
一
二
頁
）
。

（
鋤
）
王
樹
槐
『
庚
子
賠
款
」
三
○
八
頁
、
台
北
・
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
專
刊
三
一
、
一
九
七
四
年
。

（
瓠
）
「
支
那
に
お
け
る
欧
米
人
の
文
化
事
業
」
「
同
仁
』
第
一
巻
三
号
、
五
一
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
二
七
年
。

（
犯
）
前
掲
文
献
（
鋤
）
、
四
六
八
頁
。

（
詔
）
当
時
建
設
さ
れ
た
文
化
施
設
は
北
京
人
文
科
学
研
究
所
お
よ
び
図
書
館
、
上
海
自
然
科
学
研
究
所
で
あ
る
（
黄
福
慶
『
近
代
日
本
在
華
文
化
及
社

会
事
業
的
研
究
」
一
二
四
・
一
八
六
頁
、
台
北
・
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
一
九
八
二
年
）
。

（
弘
）
前
掲
文
献
（
肥
）
、
二
九
頁
。

（
弱
）
前
掲
文
献
（
詔
）
、
一
二
二
～
一
二
三
頁
。
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（
別
）
当
時
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
よ
る
援
助
は
以
下
の
よ
う
に
多
方
面
に
わ
た
る
。

医
学
面
へ
の
援
助
（
王
吉
民
・
伍
連
徳
著
『
中
国
医
学
史
」
二
五
三
・
二
五
五
・
二
六
○
・

一
九
一
四
年
か
ら
五
年
間
湘
雅
医
学
校
に
毎
年
一
万
六
千
米
ド
ル
を
提
供
。

（
妬
）
杜
恂
誠
「
日
本
在
旧
中
国
的
投
資
』
四
四
六
頁
（
上
海
・
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
の
数
字
に
よ
り
算
出
し
た
。

（
師
）
岡
部
長
景
「
対
支
文
化
事
業
の
使
命
」
「
外
交
時
報
」
五
四
頁
、
東
京
・
外
交
時
報
社
、
一
九
二
五
年
六
月
一
日
。

（
銘
）
前
掲
文
献
（
７
）
、
一
七
七
頁
。

（
調
）
前
掲
文
献
（
６
）
、
一
九
五
～
一
九
六
頁
（
日
本
文
『
同
仁
会
医
学
雑
誌
』
の
創
刊
号
の
年
月
は
六
四
一
頁
に
よ
る
）
。

（
靴
）
青
木
義
男
『
同
仁
会
診
療
防
疫
班
」
封
二
、
長
崎
・
長
崎
大
学
医
学
部
細
菌
学
教
室
水
曜
会
、
一
九
七
五
年
。

（
虹
）
前
掲
文
献
（
６
）
、
第
二
篇
の
第
八
章
の
記
載
に
よ
る
。

（
蛇
）
柳
沢
健
「
国
際
文
化
事
業
の
意
義
」
「
同
仁
』
第
八
巻
一
号
、
三
四
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
四
年
。

（
媚
）
細
野
浩
二
「
所
謂
『
支
那
保
全
』
論
と
清
国
留
日
学
生
教
育
の
様
態
」
『
早
稲
田
大
学
史
紀
要
』
八
、
八
○
頁
、
一
九
七
四
年
。

（
“
）
前
掲
文
献
（
配
）
、
一
九
頁
。

（
蝿
）
「
中
日
医
学
界
の
連
絡
を
助
長
す
る
必
要
な
き
か
」
「
同
仁
』
五
巻
一
○
号
、
一
二
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
一
年
。

（
妬
）
『
同
仁
医
学
」
誌
の
「
雑
報
」
に
よ
る
と
、
中
国
医
界
の
訪
日
に
同
仁
会
が
主
催
し
た
歓
迎
会
は
一
九
二
九
～
一
九
三
六
年
で
約
二
十
一
回
記

録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
多
く
は
元
留
日
医
学
生
が
率
い
る
中
国
の
医
薬
学
校
の
参
観
団
で
あ
っ
た
。

（
鞭
）
李
廷
挙
・
吉
田
忠
『
中
日
文
化
交
流
史
大
系
・
科
学
技
術
巻
」
四
七
七
頁
、
杭
州
・
湘
江
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。

（
蛆
）
前
掲
文
献
（
７
）
の
付
録
「
診
療
患
者
数
」
を
参
照
。

（
蛸
）
藤
浪
剛
一
「
中
華
訪
問
記
（
下
こ
『
同
仁
』
第
一
○
巻
八
号
、
四
七
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
六
年
。

（
帥
）
一
九
三
○
年
四
月
一
○
日
、
同
仁
会
は
大
阪
第
八
回
日
本
医
学
大
会
に
参
列
す
る
中
国
医
界
の
代
表
を
招
待
す
る
会
を
主
催
し
た
。
中
国
の

代
表
は
同
仁
会
に
医
学
校
の
建
設
や
、
留
学
費
・
研
究
費
の
援
助
な
ど
の
希
望
を
訴
え
、
国
立
北
平
大
学
医
学
院
長
の
徐
涌
明
は
さ
ら
に
、
欧

米
各
国
が
中
国
の
学
閥
に
勢
力
を
拡
大
し
て
い
る
の
に
対
し
、
日
系
学
閥
の
衰
微
と
不
振
を
嘆
い
て
い
る
（
『
同
仁
医
学
」
三
巻
五
号
、
六
頁
、
東

京
・
同
仁
会
、
一
九
三
○
年
）
。

六
一
・
二
六
三
頁
、
上
海
・
一
九
三
六
年
）



日本医史学雑誌第46巻第2号(2000)209

一
九
一
六
年
「
中
国
博
医
会
」
に
四
千
五
百
元
を
補
助
、
そ
の
会
の
医
学
害
の
翻
訳
出
版
を
援
助
。
「
看
護
婦
学
会
」
に
医
薬
看
護
害
の
翻
訳

と
編
纂
費
と
し
て
七
百
元
を
援
助
。

一
九
一
六
年
か
ら
五
年
間
「
広
州
教
会
医
学
連
合
会
」
に
毎
年
四
千
五
百
元
を
援
助
。

非
医
大
へ
の
援
助
（
一
九
二
五
年
の
支
出
額
）
（
前
掲
文
献
（
別
）
、
五
一
頁
）
”

南
京
東
南
大
学
五
万
五
千
中
国
元

上
海
大
学
四
万
四
千
中
国
元

聖
約
幹
大
学
三
万
中
国
元

南
京
大
学
五
万
五
千
中
国
元

（
躯
）
前
掲
文
献
（
調
）
、
四
六
○
頁
。

（
茨
城
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
）

中
国
人
医
師
に
ア
メ
リ
カ
留
学
の
奨
学
金
を
提
供
。
第
一
回
は
十
二
人
で
、
医
者
・
看
護
婦
・
薬
剤
師
な
ど
が
い
る
。

斉
魯
大
学
医
学
校
に
援
助
。
初
め
は
十
五
万
中
国
元
（
銀
元
）
、
そ
の
後
五
万
八
千
中
国
元
（
銀
元
）
を
増
加
。
「
医
学
名
詞
学
会
」
に
毎
年
五

百
元
を
五
年
間
提
供
。


